
8 9

産学官連携による有機エレクトロニクス技術の事業化～山形モデルの地域イノベーションシステムの構築～

地域イノベーション戦略

　「山形の強み」である有機EL照明をはじめとした有機エレクトロニクス（有機EL、有機太陽電池、有機トランジスタ）

技術のさらなる発展と地域における産業化の促進に、産業界、大学、行政機関の力を結集して取り組むことにより、山

形モデルの地域イノベーションシステムを確立し、本県に有機エレクトロニクス関連産業の集積を図り「有機エレクト

ロニクスといえば山形」の実現を目指す。

事業の内容

1. 地域イノベーション戦略の中核を担う研究者の集積（実施機関：国立大学法人山形大学）

　　企業等で有機エレクトロニクス実用化研究の実績がある研究者を、“スーパーイノベーター”として招へいし、これ

　まで山形県で実用化を進めてきた有機EL照明技術を更に発展させる。さらに、材料開発やデバイス高性能化、量産

　技術開発を進め、有機太陽電池、フレキシブルデバイス、新型電池といった有機エレクトロニクス分野全体へ展開し、

　地域発のイノベーションを促す。

2. 地域イノベーション戦略実現のための人材育成プログラムの開発及び実施（実施機関：国立大学法人山形大学）

　　有機エレクトロニクス産業を切り開く人材を育成するために、先端的な研究者（R=Researcher）、高度開発

　技術者（E=Engineer）、技術経営者（M=Manager）、高度基盤技術者（T=Technician）のいずれもが必要であり、

　それぞれが互いの役割を理解することが必要である。本事業では、山形大学の既存のプログラムをベースに、人材

　育成プログラムを開発し、人材の育成を行い、産業界へと送りだす。

3. 大学等の知のネットワークの構築（実施機関：財団法人山形県産業技術振興機構）

　　多様な経験を有するコーディネータを配置することにより、有機エレクトロニクスに関する世界最先端のシーズを

　有する山形大学、産学官連携有機エレクトロニクス事業化推進センターのみならず、鶴岡工業高等専門学校、東北芸

　術工科大学、その他試験研究機関とのネットワークを構築し、幅広い産業分野を視野においた有機エレクトロニクス

　技術の普及啓発、事業化のためのマッチングを展開する。

　　なお、当初は、実用化の面で先行する照明用有機ＥＬパネルの事業化促進、普及啓発のためのコーディネートを中

　心に行い、地域における有機ＥＬ照明関連産業の着実な発展を目指す。

4. 地域の大学等研究機関での研究設備・機器等の共用化（実施機関：国立大学法人山形大学、財団法人山形県産業

　  技術振興機構）

　　デバイスの作製には、材料精製から蒸着(塗布)、組立、試験等、様々な工程があり、それらを一企業でカバーするこ

　とは、中小企業にとっては困難である。一方、山形大学および事業化推進センターでは、既に最先端の実験装置･試作

　装置･測定装置を準備・保有し、ほとんどの製作工程に対応可能な状況にある。開発の敷居を下げるために、それら

　の装置の外部機関による利用を認め、さらに熟練した技術支援スタッフによる操作支援サービスも実施する。

情報通信

ナノテク・材料
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●国際競争力強化地域（平成23年～27年度）

山形有機エレクトロニクスイノベーション戦略推進地域
総合調整機関
財団法人　山形県産業技術振興機構
〒９９０-２４７３　
山形県山形市松栄二丁目２－１
TEL０２３-６４７-３１３０

参画機関（太字はプログラム実施機関）
産…山形県中小企業団体中央会、財団法人山形県企業振興公社、
　　財団法人山形県産業技術振興機構
学…国立大学法人山形大学
官…山形県、米沢市
金…株式会社山形銀行、株式会社荘内銀行、株式会社きらやか銀行
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　「有機エレクトロニクスといえば山形」の実現のため、「スーパーイノベー

タ―チーム」による実用化技術開発、「ＲＥＭＴ」プログラムによる産業界へ

の人材輩出、地域に根ざしたコーディネート活動の強化による「山形イノベー

ションネットワーク」の構築、最新施設・設備の地域企業等への共用化による

企業への技術移転等に、産学官が連携して取り組む。

略歴：産学官連携有機エレクト
ロニクス事業化推進センター事
業化推進部長
(株)東芝総合研究所半導体技術
研究所等の勤務を経て現職

プロジェクトディレクター

島 田 　 新 一

地域クラスターの持続的な発展に向けて （継続地域一覧）

　文部科学省が平成14年度から開始した「知的クラスター創成事業」等により、支援を行ってきた地域につ
いては、これまでの成果を着実に発展させ、地域が自立して持続的にイノベーションを創出できるよう、「地域
イノベーション戦略支援プログラム」の継続地域として事業期間終了まで、引き続き支援を行っています。
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グローバル型……

産学官連携活動を幅広く戦略的に展開することにより、
世界を相手に勝負できる地域発イノベーションの創出を
支援します。

自立的・継続的な産学官連携体制を構築することで、小規模
でも地域の特色を活かした地域発イノベーションの創出を
支援します。

都市エリア型……

食の機能性・安全性に関する高度な技術開発とその事業化によるアグリ・バイオクラスターの形成十勝エリア（H２１-H２５）

プロテオグリカンをコアとした津軽ヘルス＆ビューティー産業クラスターの創生弘前エリア（H２２-H２４）

高速分子進化技術を核とするバイオ・ものづくりクラスターの形成埼玉・圏央エリア（H２２-H２４）

創薬及び食品機能性評価モデル動物等の開発に係わる染色体工学研究拠点形成米子・境港エリア（H２２-H２４）
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バイオ系先端機器の開発による予防と健康のライフサイエンス富山・石川地域（H２０-H２４）

先進プラズマナノ科学・工学を核とした環境調和型高度機能部材の創製東海広域（H２０-H２４）

地球環境問題解決に貢献するナノテクノロジーを基盤に高機能部材開発の世界拠点の形成京都 およびけいはんな学研地域（H２０-H２４） 

省資源・省エネルギーグリーン部材の世界最先端拠点（グリーンバレー）の形成山口地域（H２１-H２５）

がんペプチドワクチンを核とする世界の高度先端医療開発拠点の形成久留米地域（H２１-H２５）

海を貴重な資源を生み出す巨大な生産システムと捉えた持続的に発展可能なマリン産業クラスターの形成函館地域（H２１-H２５）

「世界レベルの糖尿病研究開発臨床拠点」の形成徳島地域（H２１-H２５）

「いわて発」高付加価値コバルト合金によるイノベーションクラスターの形成いわて県央・釜石地域（H２２-H２４）

Haptic-Optical技術による優しさと安全性を備えた先端医療機器の開発　～世界に誇れる医療機器設計・製造ハブ拠点の形成に向けて～ふくしま地域（H２２-H２４）

先端的ながん診療技術の開発によるファルマバレー・メディカルクラスターの形成富士山麓地域（H２２-H２４）

「いつでも・どこでも高度先端医療」を実現する診断・治療技術の開発びわこ南部地域（H２２-H２４）
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先端ゲノム解析技術を基礎とした免疫・アレルギー疾患克服のための産学官連携クラスター形成かずさ・千葉エリア（H２１-H２５）１４
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